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られているものがある。
　なお、平成 29年 8月からは老齢基礎年金などを受
けるために必要な期間（保険料納付済などの期間）が
25年から 10年に短縮された。
１　受給権者

〔老齢年金等受給権者の推移〕 在現末度年各　）人：位単（ 

年度 老齢基礎 障害
基礎

遺族
基礎 旧老齢 通算

老齢 旧障害 寡婦

5
6

147,062 10,273 1,002 1,067 740 113 59

２　年金額
　平成 16年の年金改定によって、年金額の改定方法
は保険料水準の範囲内で給付を行うことを基本とし、
少子化等の社会経済情勢の変動に応じて給付水準を自
動的に調整する仕組みが組み込まれることになった。

〔年金額の推移〕 ）円：位単（ 

年度
老　齢　年　金

障害基礎年金
障 害 年 金

遺族基礎年金
（子一人）
遺 族 年 金福　祉 基　礎

8

424,900 831,700 1,039,625
831,700 1,071,000

432,900 847,300 1,059,125
847,300 1,091,100

  ①：注 障害基礎年金の上段金額は 1級障害、下段金額は 2級
障害
  ②　　 老齢基礎年金の年金額は満額を記載しており、各人の年
金額は保険料納付月数等により異なる。
  ③　　 ８年度の年金額は昭和 31 年 4月 2日以降生まれの人
の年金額（老齢福祉年金を除く）

●練馬年金事務所
　区内に所在する会社、工場、商店などの事業所およ
び国民年金加入者等を管轄し、健康保険、厚生年金保
険、国民年金、子ども・子育て拠出金の各制度につい
ての業務を行っている。
　なお、全ての法人事業所の従業員は、健康保険と厚
生年金保険に加入することが義務付けられている。

１　健康保険
　事業所に働いている役員および従業員を被保険者と
する、被保険者およびその被扶養者のための医療保険
制度であり、資格、徴収の業務を行っている。
　なお、保険給付に関する業務については、全国健康
保険協会で行っている。

〔健康保険（協会管掌）の状況〕 7年度末現在

区　分 状　況
事業所数 14,719件
被保険者数 57,449人
平均標準報酬月額 351,722円

15,324件
82,733人
344,204円

資料：練馬年金事務所

２　厚生年金保険
　事業所に働いている役員および従業員を被保険者と
して、被保険者あるいは被保険者であった人などに、
年金や一時金を給付することにより生活の安定を図る
制度であり、資格、給付、徴収の業務を行っている。

〔厚生年金保険の状況〕 7年度末現在

区　分 状　況
事業所数
被保険者数
平均標準報酬月額
資料：練馬年金事務所

３　国民年金
　取扱い業務のうち、区役所においては第 3号被保
険者に係る届出以外の諸届書等の窓口業務を、年金
事務所（日本年金機構）では諸届書等について審査・
決定等を行っている。（国民年金事業の概要等について
は77ページ（3）国民年金を参照）
４　子ども・子育て拠出金
　家庭生活の安定のため、児童を養育している父母等
に児童手当を支給している。取扱い業務のうち、区役
所においては支給業務を、年金事務所では事業主から
の拠出金の徴収業務を行っている。
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7
147,997 10,583 983 56107958 566
149,300 10,942 965 59104893 450

　7年度末現在の受給権者数は、つぎの表のとおりで
ある。今後、第2次ベビーブーム世代が老齢年金受給
開始年齢に到達するまでの間は増加が見込まれる。

5

6

406,100 795,000 993,750
795,000 1,023,700

7

416,900 816,000 1,020,000
816,000 1,050,800
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6  区内の公共機関
（1）警察

　練馬、光が丘、石神井の 3警察署が練馬区を管轄
している。

〔罪種別　認知件数〕 （単位：件）　7年

 署別
罪種別

練馬
警察署

光が丘
警察署

石神井
警察署 合　計

犯
悪
凶

計
殺人
強盗
放火
不同意性交等

犯
暴
粗 計
暴行・傷害
脅迫・恐喝

犯
盗
窃

計
侵入窃盗
非侵入窃盗
うち）オート
バイ盗・自転
車盗

犯
能
知 計
詐欺
その他

犯
俗
風 計
不同意わいせつ
その他

その他の刑法犯
合　計

資料：警視庁

（2）消防

　練馬（平和台・貫井）、光が丘（北町）、石神井（関
町・大泉・大泉学園・石神井公園）の 3消防署（7出

張所）が管轄している。

〔消防署別の消防力〕 （単位：台）　7年
 消防署消防力 練　馬 光が丘 石神井 計
ポ　 ン　 プ　 車
化　　 学　　 車
は　 し　 ご　 車
救　　 急　　 車
特  別  救  助  車
指　 揮　 隊　 車
水　　 槽　　 車
そ  の  他  の  車

計

〔火災出場件数〕 7年（速報値）
 消防署区分 練　馬 光が丘 石神井 計
火  災  件  数（件）
り  災  棟  数（棟）
り 災 世 帯（世帯）
焼  損  面 積（㎡） 
死　　　　　者（人）
負　　傷　　者（人）

〔救急出場件数〕 （単位：件）　7年（速報値）
 消防署種別 練　馬 光が丘 石神井 計
急 　 病
交 通 事 故
一 般 負 傷
転 院 搬 送
そ の 他

計

〔救助出場件数〕 （単位：件）　7年（速報値）
 消防署種別 練　馬 光が丘 石神井 計
救 助 活 動
緊 急 確 認
危 険 排 除

計
資料：練馬消防署、光が丘消防署、石神井消防署
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　令和７年中の認知件数は全体で3,714件で、前年に
比べて21件、0.6％増加した。
　窃盗は、全体の64.9％を占めている。うち侵入窃
盗は前年より18件、20.5％増加した。一方、非侵入
窃盗は、窃盗全体の95.6％を占め、前年に比べ130
件、5.3％減少した。
　中でも、自転車・バイクの盗難被害は1,453件で、
１日平均４件認知した。　

　７年中の火災件数は、175件で前年に比べ14件増
加し、焼損床面積は689㎡で152㎡増加し、焼死者は
６人で前年に比べ５人増加した。
　火災原因は、電気関係が69件（約39％）で第１位、
第２位がガス関係で31件（約18％）となっている。
　救急出場件数は37,041件で782件増加した。

11 5 11 27
1 2 1 4
4 − − 4
− − 1 1
6 3 9 18

150 62 93 305
131 54 81 266
19 8 12 39
866 673 872 2,411
43 10 53 106
823 663 819 2,305

510 397 546 1,453

201 146 94 441
197 139 87 423
4 7 7 18
33 15 29 77
11 5 13 29
22 10 16 48
151 120 182 453
1,412 1,021 1,281 3,714

7 6 8 21
1 − − 1
1 1 1 3
5 4 6 15
1 − 1 2
1 1 1 3
1 − − 1
5 5 8 18
22 17 25 64

54 52 69 175
51 56 55 162
39 42 47 128
382 123 184 689
2 1 3 6
13 5 − 18

7,826 5,560 12,285 25,671
485 372 803 1,660
2,152 1,446 3,252 6,890
454 369 816 1,639
176 358 687 1,221

11,093 8,105 17,843 37,041

497 317 581 1,395
170 111 203 484
73 51 90 214
740 479 874 2,093
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